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まずは、青系のタイルをできる限り集め
てもらうことからスタート。1. 工場から深い青色のサンプルを取り寄

せ、イメージに合うカラーを選定。2. 四神をベースに、決定したイメージ色を
オーダーし、できあがった試作品。3. 完成4.

Q：冨川さんにとって
タイルの魅力とはなんですか？

A：タイルの魅力は表情が均一ではないところだと思っていま
す。焼きムラや焼き跡、色味のバラツキが空間に深みや味を出
してくれる。だから塗装のようにジャストな色味を再現するの
ではなく、イメージに限りなく近い状態であればいいんです。
今回の特注タイルは1回目の見本焼きで、かなりイメージに近く
仕上がったので後はダイナワンさんと工場の方に任せること
ができました。

Q：今後タイルという素材に
期待することを教えてください。

A：私達設計者が表現したいと思ったモノを、どんなことでも
再現していくことではないでしょうか。
技術面もそうですが、ロットの大小に関わらずそれが対応でき
るようになるといいですね。一方でタイルが空間の一部（或い
は一つのパーツとして）となるように、今この瞬間にこの素材な
らこうアレンジしてみようといった、使い方を工夫することが
私達の仕事だと思っています。

冨川浩史／Hiroshi Tomikawa
冨川浩史建築設計事務所代表
建築家

1976年東京生まれ。武蔵工業大学（現東京
都市大学）大学院修士課程終了。手塚貴晴
＋ 手 塚 由 比／ 手 塚 建 築 研 究 所 を 経 て、
2005年建築設計冨川浩史／SIESTA設立

（2009年合同会社冨川浩史建築設計事務
所へ改組）。代表作に「みゆきの家」「Sama
ntha Thavasa」の一連の店舗。GOODDE
SIGNAWARD、SDA賞、JCD AWARDな
ど、受賞多数。2013年より東京都市大学非
常勤講師。

「+B」で採用された特注ブルータイル【四神セミオーダー】と
煉瓦【FLAT BRICKSフラットブリックス】はDINADESIGN2016 
P.30とP.134で紹介しています。
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やきもの大国  NIPPON ダイナワンは“地産”のものづくりを追求します。

YAKIMONOTAIKOKU NIPPON
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六古窯をはじめとする、日本のやきもののルーツを巡る
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世界最古のやきものといわれる縄文土器は1万年以上前から日本列島にてつくられていました。
陶磁器技術はその後、4～5世紀頃に大陸から伝わり日本全国へと拡大。
粘土や陶石が採掘される地域ごとに、それぞれの工夫や装飾を加えたやきものが独自の進化を遂げてきました。
現在、六古窯をはじめ、伝統工芸品に指定されている陶磁器の産地は全国各地に幅広く分布。
そこで今回は、信楽焼をクローズアップします。

江別煉瓦（北海道）

九谷焼（石川）
五彩（赤・黄・緑・紫・紺青）の鮮やかな色や

大胆な絵柄が海外でも人気。

スポロング
新しい取り組みとしての環境保水素材。

（ダイナデザイン P.423）

益子焼（栃木）

三州瓦（愛知・三河）

壺屋焼（沖縄） 備前焼（岡山） 淡路瓦（兵庫） 丹波立杭焼（兵庫）

★印は
ダイナワンと共に「やきもの」の魅力を追求
し、発信する窯元のある産地です。

信楽焼（滋賀）
長石の白い粒が吹き出る石はぜや緑色の釉た

れなど、無骨で侘びた風情が特長的。

六古窯

六古窯 六古窯

越前焼（福井）
六古窯

石州瓦（島根）
出雲地方で産出される「来待石」を釉薬に

使用した、独特な赤褐色の発色が特長。

1,200℃以上と焼成温度が高いため凍

害にも強い。

萩焼（山口）

伊万里・有田焼（佐賀）
日本のやきもの「瓦・煉瓦・タイル」の由来

瓦
奈良飛鳥寺建立の際、百済の瓦博士の指導により日本初の屋根瓦を

製作。これが平瓦・丸瓦・軒先瓦からなる屋根瓦のはじまりです。

運搬が難しい瓦は利用地

での製造が主でしたが、江

戸時代以降需要が増えた

ため産業として成立する

ようになりました。

タイル
日本のタイルは、奈良時代の仏教寺院床や腰壁に敷瓦や塼が用いら

れたのが起源。明治末期

には、施釉白煉瓦や現在

のタイルに相当する赤煉

瓦色の張付け化粧煉瓦が

つくられるようになりま

した。

煉瓦
江戸末期伊豆韮山の反射炉に国産原料の耐火煉瓦が使用された

のが国産煉瓦のはじまりです。明治初期オランダ技術者の指導

により焼成され、長崎製鉄所に使われた赤煉瓦は後に官公庁や

トンネルなどにも使用さ

れましたが、地震の多い

日本では次第に鉄筋コ

ンクリート造へと変化。

表装材としての化粧煉

瓦が登場しました。

大胆な絵柄が海外でも人気。

九谷焼の容器に、香りを放つ
“スポロング”が入った香炉
￥5,000/個～ 美濃焼（岐阜）

志野・黄瀬戸・織部など日用品から

芸術作品まで幅広く揃う。

特注ブルータイル
（P.10）

瀬戸焼（愛知）
落ち着きある白磁や気品に満ちた染付けが特

長。古くから大窯業地と

して栄えたため、陶磁器

の代名詞となる。

六古窯

長。古くから大窯業地と

して栄えたため、陶磁器

エイジングタイル
（P.4）

碧南煉瓦（愛知・三河）
地元三河粘土を原料に用い、煉瓦製造を行う。

特注ブリックタイル
（P.6）

常滑焼（愛知）
愛知県知多半島で採取される良質な粘土、

低温でも堅く焼き締まり赤色に発色。

日本六古窯最古の窯ともいわれる。

六古窯

イラカ
（ダイナデザイン P.28）

宮崎煉瓦（宮崎）
硬くて粗い、男土ならではの特長に加え、粘り

気がなく鉄分も豊富。耐火度が低く乾燥しや

すいため、強度や厚みにも対応できる。一般

煉瓦の他、新燃岳の火山灰を添加したエコロ

ジー煉瓦も製造。

フランドール
（ダイナデザイン P.138）

波佐見焼（長崎）
天草下島で採掘される「天草陶石」を使用。

粉砕して加水すると可塑性の高い粘土とな

り、他に添加物がなくても均一に焼結します。

釉薬が映える透き通るような白色が特長。

SKT
（ダイナデザイン P.54）

DOOR HANDLE
（P.5）

焼酎瓶
（P.22）
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信楽焼（滋賀）

伊賀焼（三重）

16 17

（結晶釉）
ゆっくりと冷却することで美しい結晶が生まれる

クローズアップ　シガラキ
CLOSE UP［信楽］07

縁起物として軒先に置かれた「タヌキの置物」、無事を祈る「蛙のやきもの」と聞けばピンとくる人も多いはず。
滋賀県南部に位置する信楽。駅前から愛らしい大小様々なタヌキが出迎えてくれる。
山を一つ越えると、伊賀焼の地があり、同じ琵琶湖層の粘土を使用したことから信楽と伊賀は兄弟窯とも言われる。
室町から江戸時代にかけて壷、甕、擂鉢など畿内随一の窯業集積地として繁栄した一方で、
侘茶の流行とともに茶道具としても重宝された信楽焼。
戦後、全国の90％を生産する日本最大の火鉢の産地となるものの、暖房器具の発達とともに、その役目を終えた。
それでも、無骨で素朴な土味や瑠璃色に見られる印象的な施釉技術を持つ信楽焼は六古窯の中でも未だ根強い人気を誇る。
今回ダイナワンでは、この地に根付く伝統的な焼き物技術を改めて再確認し皆様にご紹介いたします。

信楽焼の歴史
天平14年（742年）聖武天皇が紫香楽の宮の造営に着手したのが
「しがらき」の始まりで、紫香楽宮造営のための布目瓦をこの地
で焼いたことが六古窯の一つ、信楽焼誕生の由来と言われてい
る。また、その名の由来は諸説あるが、「しがらき」の呼び名は、
奈良時代に山里深く木々が繁っていたことから、しげる木がし
がらきの地名となった。また、山に囲まれた土地という朝鮮語
の「シダラ」という言葉が、製陶の技術とともに伝わったとも言
われている。

素材本来の味わいと釉薬技術
信楽焼の特徴は、土中の鉄分が赤く発色する火色や、窯のなか
で炎の勢いにより焼締め肌に灰のふりかかる「自然灰釉」の付
着、また、薪の灰に埋まり黒褐色になる「焦げ」も含めた、炎が生
み出す独特の焼き上がりにあるといわれている。また素地表面
が荒く、細かな石粒（石英粒や長石粒）等が多く含まれることも
特徴の一つともいえる。
灰釉の他にも、植木鉢や火鉢に見られる「なまこ釉」など、絵付
の技術が少なく、釉薬の種類が多いことも信楽焼の特徴である。

今も残るのぼり窯・蛇窯
街中を散策すると、市街の中心に位置する新宮神社の脇から、
散策路が伸びており、ろくろ坂、窯場坂付近にかけて、多くの煙
突を見つけることができる。丘陵地帯に幾つもの窯を設けてお
り、地元陶芸家がこの地で活躍を続けている。信楽ならではの
緋色や灰かぶり等、狙いの作品により、登り窯、穴窯、蛇窯に火
が入れられる。

信楽焼と建築
金属製品の台頭で不況に陥った信楽焼は、植木鉢、傘たて等の
生活雑器の生産が主力となるが、その一方で、昭和35年頃から
は建築分野における外装タイルも生産が開始される。その先駆
けとなったのが、皇居近くに建築された旧パレスサイドホテル
の外装タイルであり、ここには信楽焼の持つ素朴な土味の上に
釉薬が絶妙なバランスで施されている。タイル断面をみると、
やや丸味を帯びた台形状に成形されており、現在の押出（湿式）
製法による連続的な成形ではなく、職人が一枚一枚、箱型に粘
土を押込み成形を行った当時の熱い想いが覗える。
その後も信楽産タイルは多くの名建築の壁面を彩り、昭和後半
には、建築陶板、美術陶板の生産も始まり、様々な形と色彩で建
築・インテリアの世界を飾った。

現代に活き続ける信楽らしさ

昭和の日本の家族の団欒を陰で支えた火鉢に用いられた「なま
こ釉」の彩りは、華やかな色味の中に実に繊細な結晶が見え隠れ
し、見る人の心を魅了する。また粗めな信楽土に灰釉が溶け込
んだ素朴な表情には、温もりがあり、人の心を和ましてくれる。
このような信楽焼の技術は、一見、陶芸家の世界のものと思わ
れがちであるが、LIXILグループでは信楽焼きを始めとする伝
統的な釉薬技術を現代のタイルの中でしっかりと継承しようと
している。信楽のなまこ釉の要素を残す結晶釉や、土と釉の熱
膨張率の違いで自然と生まれる貫入を再評価した貫入釉もその
一つである。我々は工業製品となったタイルの中にも、未だ信
楽土の持つ素朴で無骨な味わいと、偶然が生み出す釉薬の表情
を現代のタイル技術に取り込み、その装いを設計者やデザイ
ナーとともに、人々の五感に訴え続けていきたい。
我々LIXILグループはこの地で伝統技術を守り続ける協力会社
とともに、味わい深い信楽焼きの姿を後世に残すべく活動を続
けていく。

旧パレスサイドホテルの外壁を飾った信楽産タイル

登り窯で焼かれた信楽焼の陶板

（貫入釉）
窯出し後も一晩中貫入が進行し、美しい音色を奏でる

灰釉の装いが美しい床タイル

なまこ釉の火鉢 立厘が並ぶ街並み

穴窯 蛇窯
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計画概要、設計コンセプト

大手門タワー・JXビルは、隣接敷地の大手町パークビルディ
ング（2017年1月竣工予定）と一体として都市再生特別地区の
都市計画提案を行い、都市への貢献に取り組んだプロジェク
トである。その貢献項目は大きく3つの柱からなる。一つ目は
サービスアパートメント（大手町パークビルディングに導入）
をはじめとする国際的なビジネス支援機能の整備、二つ目は
民間では初の試みである皇居外苑濠の浄化・貯留機能の整備、
及び緑豊かな空間の整備、三つ目は高度防災都市づくりのた
めの地域防災支援機能整備、及び歩行者ネットワークの整備
を行っている。
建物は地上22階、地下5階、塔屋2階、延べ面積約107,500m2の規模
からなる。敷地内を地下鉄東西線が通っているため、整形の建
物を建てる事が困難であったが、東西線の筐体をまたぐ形で地
下に巨大なトラス（メガトラス）を組み、地上の柱を受ける計画

とすることで整形なオフィスプレートを実現している。
当ビルが立地するのは大手町1丁目1番地、江戸城の正門大手
門前にあたり、皇居を望む東京でも希少なパレスフロントの
眺望を得られる建物である。建物の全体計画において、立地の
歴史性と、景観や眺望を最大限活かし、皇居に存在する豊かな
水と緑を引き込み、大手町という日本有数のビジネスの中心
地と融合させた。具体的には大手門タワー・JXビルにおいて
は皇居の「水」を、大手町パークビルディングでは「緑」をモ
チーフとして引き込んでいる。皇居と建物の間の中間領域と
なるランドスケープにおいて城壁とお濠を想起させる石垣と
水景をしつらえた。水盤には水運の都であった江戸の街を往
来する船をモチーフにガラスアートを計画した。また、皇居に
面するオフィスエントランスホールの石壁には、水面のきら
めきを表現し、暗喩的に水を感じるデザインとした。

Otemon Tower・
JX Building

08

大手門タワー・JXビル

特注タイルによる意匠壁

高さ3,000㎜の超大判タイル

オフィスエリアでの試み

最先端の環境技術を取り込んだオフィスエリアは、3～22階、
低・中・高層の3バンクの構成からなる。窓周りについては、日
射制御のための彫りの深い外装、エアフローウィンドウ、ライ
トシェルフ、自動制御ブラインド、BCP時の自然換気システム
を統合し、高い熱負荷低減性能を持つ窓周りを実現した。ま
た、環境フロアとして1フロア約840坪全面に天井輻射空調を
導入し、照明は一日の時間の流れのなかで、照度と色温度を
シームレスに調整するサーカディアン照明を導入している。
オフィスエリアの内装計画では、オフィスエントランスから
ELVホール、基準階廊下、トイレにいたる空間において、風格
を感じさせるお出迎え空間から、ワークスペースである基準
階に至る空間において、徐々に素材や表情が、重厚なものから
柔らかくカジュアルな空間となるようコントロールを行っ
た。基準階のトイレにおいては、自然光を取り入れながら、清
潔感や柔らかさによりリラックスできる雰囲気を誘発するよ
う素材や色味を選定した。床には明るい色調の木目タイル、廊
下の突き当たりには特注タイルによるアイストップを形成し
た。J型のタイルの組み合わせにおいて厚みにテーパーをつけ
る事でシンプルな形の繰り返しの中に陰影のある表情の創出
を目指した。何度かの試作を経て、全体と調和する白の決定、
目地の入れ方、テーパーの厚みなどを決定した。
一方で低層にあるトイレでは、オフィスエントランスからの
仕上げの自然な連続感を獲得するため、基準階と比べ少し重
厚な素材として幅900mm高さ3,000mmの大判タイルを壁に使
用した。大判タイルの利点を活かし、目地を少なくし、素材の
持つ焼ムラの表情をより純粋に引き出している。

水と緑に囲まれた
心地よい環境へ

大手門タワー・JXビル
施　主：三菱地所株式会社・JXホールディングス株式会社
設　計：株式会社三菱地所設計
所在地：東京都千代田区

基準階トイレ

都市との融合皇居との共鳴

大手町

パークビル

大手門タワー

ＪＸビル

皇居の緑

皇居のお濠 水盤とアート 環境壁の光のきらめき

ホトリア広場の緑 壁面緑化の緑

皇居 お濠

緑

水

大手門タワー・JXビル周辺エリアとの繋がり

全景　撮影：三輪晃久写真研究所
試作を繰り返したJ型タイル

撮影：三輪晃久写真研究所
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手仕事の跡が残るレンガタイル 貫通通路に採用されたダイナミックな木目タイル　撮影：三輪晃久写真研究所

商業エリア女子トイレ

地下商業エリアでの試み

地下商業の貫通通路は、将来、北側に隣接する大手町パークビ
ルディングを経由し、地下鉄大手町駅までつながる地下ネッ
トワークを形成する。この二棟合わせた地下商業エリアを「大
手町ホトリア」と称し、一体的な環境デザインを行っている。
大手門タワー・JXビルにおいては、健康や快適さといった少
し力を抜いた落ち着ける環境づくりを目指した。壁のレンガ
タイルは不均等な目地や、目地そのものの施工においてレン
ガの上からこすりつけるように施工する事で手仕事が残るラ
フな仕上げとした。また、貫通通路全体の床には大版の木目調
タイルを使用し、また、店舗内の仕上げを貫通通路ににじみ出
させることで、賑わいや変化を誘発する貫通通路空間として
いる。また、パブリックな空間として「たまり場」と呼ぶレスト
スペースを計画し、ちょっとした時間を過ごせるようベンチ
や壁面緑化、情報発信モニターを設置し、潤いを感じる場所を
形成した。
地下のトイレへの経路やトイレ自体の内装においても貫通通
路のもつ雰囲気の連続性を確保するようデザインした。女子
トイレでは天井に変化をつけ、スタッコとタイルによる暖か
さを感じる空間としている。

タイルでしかだせない表情

建物全体を通して各所に様々なタイルの使い方を試みた。そ
れぞれの場所に応じて、清潔感や陰影による深み、柔らかさ、
温かさ、ラフさなど、タイルという素材一つにおいて、豊かな
表現を目指した。工業製品が大部分を占める建築の中で、土を
選び、成形し、窯で焼くという手仕事でつくられるタイルをと
りいれることで、素材のもつ多様な表情ができた。

三菱地所設計 建築設計一部
山極　裕史
高田　慎也
森田　悠詩
矢野晃一郎
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Discover Tile
常滑焼の産地ならではのおもてなし空間を実現09

喫煙スペースは、焼き物の窯のイメージでデザインをしていま
す。壁には、落ち着いた茶色の磁器質タイルを用いました。ツヤ
があるものとないものを組み合わせ、伝統的なレンガ積みの窯
の質感を表現しています。磁器質のタイルは多少の汚れが付着
しても拭き取るだけで簡単に綺麗になり、メンテナンス性に優
れている点が喫煙スペースに適しています。オリジナルの灰皿
に使った電らん管は丸みを帯びた四角系の土管で、中に四つの
穴があいていて本来は地中に電線ケーブルを通すために使われ
るものです。これは招き猫や焼酎瓶とともに常滑が生産地とし
て知られています。今回はこの既製品の電らん管を土台にし、
その上に同じ断面形状のステンレス製のトレイを乗せて「常滑
らしさ」と「地域への愛着」を感じられる灰皿を作りました。
日本の“分煙”という考え方は、世界に誇れる文化だと思ってい
ます。「イオンモール常滑」の喫煙スペースを通して、吸う人にも
吸わない人にも豊かさを提供する日本の“おもてなし”を感じて
いただけるだろうと自負しています。

愛知県知多半島中央部の西岸、伊勢湾に面する常滑市は全国的にも有名な常
滑焼の街であり、招き猫の生産地としても広く知られている。この地に新し
くオープンした「イオンモール常滑」では、日本六古窯として数えられる常滑
焼や招き猫など、地域の魅力を積極的に発信することを施設テーマの一つと
している。また、中部国際空港から近い立地を活かして地域の人々だけでな
く海外からのインバウンド客も重要なターゲットと位置付けているという。
今回、レストラン街の環境デザインを手掛けた橋本夕紀夫氏に、ダイナワンの
タイルを使用した喫煙スペースについてコメントをいただいた。

レストラン街の中央に鎮座する
巨大な招き猫

ゆったりなごめる屋外の喫煙スペース常滑を象徴する「土管坂」の焼酎瓶の壁をモチーフにした壁面

喫煙スペースにも設置されたオリジナルの招き猫FORMAT ブラウンミックス DN-SETU/FOR-MIX

DALLES ノアール LES DALLES NOIR 33×50
ETIC オリーブ ETIC ULIVO RETT 22.5×90  

宿場町をテーマにした「常滑のれん街」の通路には
ダイナワンのタイル「ダレス」と「エティック」で街道の雰囲気を演出

橋本夕紀夫デザインスタジオ／橋本夕紀夫（はしもとゆきお） 
1962年生まれ。東京工芸大学教授、愛知県立芸術大学非常勤講師。
主な作品に「音音」（新宿）、「BEAMS HOUSE」（丸の内）、「水響
亭」（銀座）、「ビルボードライブ東京」（六本木）、「ザ・ペニンシュ
ラ東京」（日比谷）、「故宮晶華」（台湾・台北）、「ヒルトンニセコビ
レッジ」（ニセコ）スーパークラフトツリー（東京スカイツリー４
F）、インターコンチネンタル大阪(大阪)、ROZILLA（新三田）、東
急ハーヴェストクラブ京都鷹峯&VIALA（京都）等。 
ナショップライティングデザインコンテスト優秀賞、 JCD優秀
賞、第9回空間デザインコンペティション銀賞、 第16回タカシマ
ヤ美術賞ほか、受賞多数。2009年4月商店建築社より「デザイ
ナーショーケースVol.1 Yukio Hashimoto」、2013年12月六耀
社より「LEDと曲げわっぱ―進化する伝統デザイン」が刊行。
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「徳島」を表現する材料探し

徳島は藍の名産地であり、吉野川流域で生産される藍を用い
た「阿波藍」は、江戸時代から藍商人の手によって全国に広め
られてきた。2016年に創業120周年を迎える阿波銀行は、藍商
人にルーツを持ち、そのコーポレートカラーは藍色である。ま
た敷地は、徳島市街地の幹線道路の交差点に面しており、よく
目立つ位置にある。そのような背景から、今回の計画において
は徳島で存在感を発揮し、地域のシンボルとなる支店を目指
して、設計当初から「阿波藍」を外装のテーマにしたいと考え
ていた。阿波銀行には、白系やベージュ系の支店はあるが、藍
色の支店はありそうでない。見本焼きを作成してみることに
なった。

「阿波藍」をタイルに置き換える

建築外装の幅900の押出成形セメント板に割付けるため、50角
の凹面モザイクタイルと150幅のボーダータイルの検討を
行った。現地に掲げたモックアップを確認すると、凹面モザイ
クタイルは直射光を受け、ぎらっと黒く反射するのに対し、
ボーダータイルは光を受けても反射が小さく、藍色の色味が
残る繊細な表現ができた。そのため、最終的に150×15のボー
ダータイルを採用することを決定した。工法は接着剤張りと
し2㎜の空目地。あたかも藍染を活かした阿波しじら織のよう
に、縦と横の繊細な糸が編み込まれたような表現が生まれた。

「藍」の表現の難しさ

藍染は、収穫された藍を発酵させた染液に布を浸し、干して空
気にさらすことで発色する。それを何度も繰り返すことで、深
く味わいのある色に染め上がり、濃淡には回数によって大き
な幅がある。最初は小さな30cm角の見本によりイメージを共
有し、その後、実際と同じ90cm角のパネルを現場に掲げ、建築

主、設計者、施工者で意見交換を行った。釉薬に混入させるコ
バルト・チタンの微妙な加減や、釉薬の溜りや流れの具合によ
り、全く異なる濃淡の風合いが生まれる。最初は濃い色が出す
ぎ、黒っぽく見えてしまいNG。藍染の深み、色のグラデーショ
ンを表現するため、釉薬は濃・中・淡の3色と、平面・石目調の
2面状の混合比率を変え、見本を確認することを繰り返した。
阿波銀行の方にも味わいのある良い藍色が出たと大変喜んで
いただき、美濃焼の産地である岐阜県土岐市のタイル工場で
の確認を終え、最終決定に至った。

地域に愛される藍色の支店

2015年12月、福島支店がオープンし、藍色のボリュームがまち
に姿を現した。通りゆく人や車で通りがかる人がもの珍しそ
うにじっと見ている。遠目に見ると藍色の建物が道路に向
かって張り出し、近づくと繊細な藍の色が表現され、太陽光を
受けて色味の変化する、奥行と深みのある外装ができあがっ
た。手作りの焼き物だからこそ、当初のねらいであった藍染を
表現できたと思う。この建物が阿波銀行のシンボルとなり、そ
して、まちのランドマークとなってくれることを願っている。

日建設計/渡辺豪秀・村井健治

建築主:阿波銀行
設計者:日建設計
施工者:竹中工務店
所在地:徳島市

阿波銀行福島支店

The Awa Bank
Fukushima Branch

10

モチーフとした阿波藍

阿波藍を表現した施釉ボーダータイル

建物南面のディテール

時間帯によって変化するタイルの表情

交差点からの建物全景
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